
事  務  連  絡 
令和２年 10 月 30 日 

 
各都道府県消防防災主管部（局） 
東京消防庁・各指定都市消防本部 
 

消防庁消防・救急課 
 
新型コロナウイルス感染症対策の観点からの年末年始の在り方について（情報提供） 

 
 
内閣官房新型コロナウイルス感染症対策推進室から、令和２年 10 月 23 日付け事務連絡

「新型コロナウイルス感染症対策の観点からの年末年始の在り方について」に添付した「新
型コロナウイルス感染症対策分科会『年末年始に関する分科会から政府への提言』」に関す
る参考資料として、令和２年 10 月 28 日付け事務連絡「新型コロナウイルス感染症対策の
観点からの年末年始の在り方について」が別紙のとおり発出されましたのでお知らせいた
します。 
各都道府県におかれては、貴都道府県内の消防本部に対してもこの旨を周知いただきま

すようお願いいたします。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

御中 

連絡先 
消防庁消防・救急課 阿部、永峯、若杉 
電 話：03-5253-7522 
E-mail：shokuin@soumu.go.jp 



事 務 連 絡  

令和２年 10 月 28 日  

 

 

 

新型コロナウイルス感染症対策本部幹事会構成員 各位 

 

 

 

内閣官房新型コロナウイルス感染症対策推進室長   

 

 

 

新型コロナウイルス感染症対策の観点からの年末年始の在り方について 

 

 

 

 

 平素から新型コロナウイルス感染対策に御協力いただき御礼申し上げます。 

 

 令和 2年 10月 23日付事務連絡「新型コロナウイルス感染症対策の観点からの

年末年始の在り方について」に添付した「新型コロナウイルス感染症対策分科会

『年末年始に関する分科会から政府への提言』」に関する参考資料として、令和

2年 10月 27日官房長官記者会見要旨（抄）を送付いたします。 

 

各府省庁におかれては、提言の趣旨をご了知の上、よろしくお取り計らい頂き

ますようお願いいたします。 

                  

                     

  

【問合せ先】 

内閣官房新型コロナウイルス感染症対策推進室（総括班） 

担当者：八重樫、神前、北村、山口、岩熊、石岡 

TEL：03-6257-1309 

MAIL：reo.yaegashi.c8s@cas.go,jp 

MAIL：yuji.kozaki.f7j@cas.go.jp 

MAIL：shingo.kitamura.h6a@cas.go.jp 

MAIL：hirokazu.yamaguchi.v5v@cas.go.jp 

MAIL：daichi.iwakuma.x9m@cas.go.jp 

MAIL：takeaki.ishioka.k6n@cas.go.jp 



加藤内閣官房長官記者会見要旨(未定稿)（抄） 

 

 〇日時： 令和２年１０月２７日（火） １０：５３～１１：１７ 

 〇場所： 官邸 記者会見室 

 

(記者) 年末年始の休暇の延長についてお伺いいたします、西村大臣

が、１月１１日までの年末年始の休暇の延長も選択肢として、分散

休暇を提案しています。このことについて、二階（自民党）幹事長

は、昨日、記者会見で、「聞いていない、真意がどこにあるのか理解

していない」との不信感を示しました。年末年始の休暇延長につい

ての政府の見解を改めてお聞かせください。 

 

(官房長官) まず、来年１月３日、日曜日であり、例年以上に年末年

始の集中が予想されることから、１０月２３日の新型コロナウイル

ス感染症対策分科会において、感染拡大防止や働き方改革などの観

点から、国、地方公共団体、経済界等において、休暇を分散するこ

とで、年末年始の人の流れが分散するようお願いする提言がなされ

ました。また、本日の閣僚懇談会で、先ほど申し上げましたように、

西村担当大臣から、所管する組織、関係団体等において提言の趣旨

を踏まえた対応がなされるよう、協力のお願いがなされたところで

あります。社会経済活動との両立にも資するものと考えられること

から、政府として、御提言の趣旨も踏まえて対応していくこととし

ており、関係府省から、地方自治体、経団連等の団体にも幅広く呼

びかけていくことになると承知しています。なお、分科会の提言は、

年末年始の前後を含めて柔軟に休暇を分散して取得できるように

求めているものであります。そうした点も含めて幅広く周知し、そ

れぞれの団体においても、その実情に応じた対応をお願いしていき

たいというふうに思っておりますので、その内容、あるいは趣旨に

ついて、それぞれの方々に対してしっかりと御説明していきたいと

いうふうに思っています。 

 

(記者) 関連してお伺いいたします。分科会の中ではその１月１１日

というような日程も議論では出たわけですけれども、国会との関係

でお聞きしたいのですが、これまで平成２８年の第１９０回国会の

１月４日が最速の招集日でしたけれども、この１月１１日に、例え

ば休暇延長を要請したり、分散休暇の対象となった場合、この延長

取扱注意 



された期間内での招集も可能というような御認識なのでしょうか。 

 

(官房長官) まず、分科会の提言は、１月１１日まで一律で休みをと

いうことを求めているものではありません。先ほど申し上げました

ように、年末年始の前後を含めて柔軟に休暇を分散して取得できる

よう求めているものであります。具体的には、それぞれの団体や企

業等において適切にその点は対応していただけるものというふう

に思います。なお、今、お話があった通常国会の召集時期について

は、今後、与党ともよく相談をしていかなければならないと思いま

す。 

 

（略） 

 

(記者) 話題戻りまして、年末年始の休暇の分散取得についてお伺い

いたします。先ほど、「一律の休みを求めているのではない。柔軟に

休暇を分散して」とのお話がありましたけれども、政府として、各

省庁の全体としての仕事始めでしたりとか、また、あと総理は例年、

年始に伊勢神宮へ参拝されますけれども、そういった参拝の時期、

また更には、衆院の解散・総選挙の時期、こういったものは１２日

以前でも構わない、それとも１２日以後が望ましい、その辺りのお

考えというのはいかがでしょうか。 

 

(官房長官)  まず、分科会の提言の中には「１１日」という言葉はな

いふうに思っております。先ほど申し上げましたように、「年末年始

の前後を含めて柔軟に休暇を分散して取得できるように求めてい

る」ということでありますから、その趣旨をしっかり丁寧に説明を

し、それに対応して当然役所側においても、分散して休みを取ると

いうことでありますから、役所の事業そのものということを言って

いるわけではないわけでありますので、この提言の趣旨を踏まえて

対応していく必要があると思います。いずれにしても、その辺を含

めて丁寧に、この趣旨を説明していく必要があると思います。それ

から通常国会の召集時期については、先ほど申しあげましたように、

与党と相談をしながら決めていくべきものだと思います。 
 



事 務 連 絡  

令和２年 10 月 23 日  

 

 

 

新型コロナウイルス感染症対策本部幹事会構成員 各位 

 

 

 

内閣官房新型コロナウイルス感染症対策推進室長   

 

 

 

新型コロナウイルス感染症対策の観点からの年末年始の在り方について 

（協力依頼） 

 

 

 

 平素から新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に御協力いただき感謝申し

上げます。 

 今般、新型コロナウイルス感染症対策分科会から政府に対し「年末年始に関す

る分科会から政府への提言」（別添１参照）及び「分科会から政府への提言 感

染リスクが高まる『５つの場面』と『感染リスクを下げながら会食を楽しむ工

夫』」（別添２参照）が行われたため、別添のとおりお送りします。 

 各府省庁におかれては、新型コロナウイルス感染症対策の重要性に鑑み、提言

内容の適切な履行に取り組んでいただくとともに、所管団体への周知徹底をお願

いします。 

                  

                     

  

【問合せ先】 

内閣官房新型コロナウイルス感染症対策推進室（総括班） 

担当者：八重樫、神前、北村、山口、岩熊、石岡 

TEL：03-6257-1309 

MAIL：reo.yaegashi.c8s@cas.go,jp 

MAIL：yuji.kozaki.f7j@cas.go.jp 

MAIL：shingo.kitamura.h6a@cas.go.jp 

MAIL：hirokazu.yamaguchi.v5v@cas.go.jp 

MAIL：daichi.iwakuma.x9m@cas.go.jp 

MAIL：takeaki.ishioka.k6n@cas.go.jp 
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年
末
年
始
に
関
す
る
分
科
会
か
ら
政
府
へ
の
提
言

年
末
年
始
に
は
、
多
く
の
人
が
連
続
し
た
休
暇
を
取
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
年
末
年
始
に

感
染
を
拡
大
さ
せ
な
い
た
め
に
、
分
科
会
か
ら
政
府
に
対
し
て
以
下
の
こ
と
を
提
言
さ
せ
て

頂
き
た
い
。

１
．
政
府
に
お
か
れ
て
は
、今
年
の
年
末
年
始
に
は
、集
中
し
が
ち
な
休
暇
を
分
散
さ
せ
る
た
め
に
、年
末
年
始
の

休
暇
に
加
え
て
、そ
の
前
後
で
ま
とま
った
休
暇
を
取
得
す
る
こと
を
職
員
に
奨
励
し
て
頂
く範
を
示
し
て
も
ら
い
た
い
。

２
.
１
で
述
べ
た
趣
旨
は
働
き
方
改
革
に
資
す
る
も
の
で
あ
り、
新
た
な
働
き
方
を
創
造
す
る
意
味
か
ら
も
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
契
機
とし
て
、今
ま
で
以
上
に
強
い
リー
ダ
ー
シ
ップ
を
発
揮
し
て
本
提
言
を
実
現
し
て
頂
き

た
い
。

３
．
政
府
に
お
か
れ
て
は
、経
済
団
体
、地
方
公
共
団
体
等
に
対
し
て
、政
府
と同

様
に
分
散
し
て
休
暇
を
取
得
す

る
こと
を
呼
び
掛
け
て
頂
き
た
い
。

４
．
政
府
に
お
か
れ
て
は
、民
間
企
業
とも
連
携
し
、
「小
規
模
分
散
型
旅
行
」を
推
進
す
る
な
ど、

G
O

 T
O
キ
ャン

ペ
ー
ン
各
事
業
の
運
用
の
在
り方

を
含
め
て
、年
末
年
始
の
人
の
流
れ
が
分
散
す
る
よ
う努

め
て
頂
き
た
い
。

５
．
さ
ら
に
年
末
年
始
は
飲
酒
や
会
食
の
機
会
が
増
え
る
こと
か
ら
、政
府
に
お
か
れ
て
は
、本
分
科
会
か
ら
提
言
し

た
「感
染
リス
ク
が
高
ま
る
５
つ
の
場
面
」「
感
染
リス
ク
を
下
げ
な
が
ら
会
食
を
楽
し
む
工
夫
」を
あ
わ
せ
て
国
民
・社

会
に
幅
広
く伝
わ
る
よ
う発

信
し
て
頂
き
た
い
。

第
１
２
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型
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ロ
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イ
ル
ス

感
染
症
対
策
分
科
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と
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０
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「５
つ
の
場
面
」に
関
す
る
分
科
会
か
ら
政
府
へ
の
提
言

緊
急
事
態
宣
言
を
解
除
後
、ほ
ぼ
半
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。今

冬
を

し
っか
り乗

り越
え
る
た
め
に
は
、こ
れ
ま
で
の
対
策
に
つ
い
て
評
価
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、屋

外
で
歩
い
た
り、
十
分
に
換
気
が
さ
れ
て

い
る
公
共
交
通
機
関
で
の
感
染
は
限
定
的
で
あ
る
と考

え
ら
れ
る
。本

感
染
症
の

伝
播
は
、主

に
ク
ラ
ス
タ
ー
を
介
し
て
拡
大
す
る
こ
とか
ら
、今

冬
に
備
え
る
た
め
に

は
、ク
ラ
ス
タ
ー
連
鎖
を
し
っか
り抑

え
る
こと
が
必
須
で
あ
る
。

9月
25
日
の
分
科
会
で
は
感
染
リス
ク
を
高
め
や
す
い
「７
つ
の
場
面
」を
示
し

た
。そ
の
後
、各

自
治
体
との
ヒア
リン
グ
な
どを
通
し
て
ク
ラ
ス
タ
ー
の
分
析
が
さ
ら

に
進
ん
だ
こと
か
ら
、今
回
、「
５
つ
の
場
面
」に
整
理
し
、提
示
す
る
こと
に
し
た
。

さ
ら
に
、飲

酒
を
伴
う会

食
に
お
い
て
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
が
多
く見
ら
れ
て
い
る

こと
か
ら
、「
感
染
リス
ク
を
下
げ
な
が
ら
会
食
を
楽
し
む
工
夫
」を
取
りま
とめ
た
。

政
府
に
お
い
て
は
、「
感
染
リス
ク
が
高
ま
る

5つ
の
場
面
」及
び
「感
染
リス
ク
を

下
げ
な
が
ら
会
食
を
楽
し
む
工
夫
」を
、国

民
・社
会
に
幅
広
く伝
わ
る
よ
う発

信
し

て
頂
き
た
い
。

1

第
１
２
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
分
科
会



「５
つ
の
場
面
」に
関
す
る
分
科
会
か
ら
政
府
へ
の
提
言

感
染
リス
ク
が
高
ま
る
「５
つ
の
場
面
」

【場
面
１
】
飲
酒
を
伴
う懇

親
会
等

・飲
酒
の
影
響
で
気
分
が
高
揚
す
る
と同

時
に
注
意
力
が
低
下
す
る
。ま
た
、聴

覚
が
鈍
麻
し、
大
き
な
声
に
な
りや
す
い
。

・特
に
敷
居
な
どで
区
切
られ
て
い
る
狭
い
空
間
に
、長

時
間
、大

人
数
が
滞
在
す
る
と、
感
染
リス
クが
高
ま
る
。

・ま
た
、回

し飲
み
や
箸
な
どの
共
用
が
感
染
の
リス
クを
高
め
る
。

【場
面
２
】大
人
数
や
長
時
間
に
お
よ
ぶ
飲
食

・長
時
間
に
お
よ
ぶ
飲
食
、接

待
を
伴
う飲

食
、深

夜
の
は
しご
酒
で
は
、短

時
間
の
食
事
に
比
べ
て
、感

染
リス
クが

高
ま
る
。

・大
人
数
、例

え
ば
５
人
以
上
の
飲
食
で
は
、大

声
に
な
り飛

沫
が
飛
び
や
す
くな
る
た
め
、感

染
リス
クが
高
ま
る
。

【場
面
３
】マ
ス
ク
な
し
で
の
会
話

・マ
ス
クな
しに
近
距
離
で
会
話
を
す
る
こと
で
、飛

沫
感
染
や
マ
イク
ロ飛

沫
感
染
で
の
感
染
リス
クが
高
ま
る
。

・マ
ス
クな
しで
の
感
染
例
とし
て
は
、昼

カラ
オ
ケ
な
どで
の
事
例
が
確
認
され
て
い
る
。

・車
や
バ
ス
で
移
動
す
る
際
の
車
中
で
も
注
意
が
必
要
。

【場
面
４
】狭
い
空
間
で
の
共
同
生
活

・狭
い
空
間
で
の
共
同
生
活
は
、長

時
間
に
わ
た
り閉

鎖
空
間
が
共
有
され
る
た
め
、感

染
リス
クが
高
ま
る
。

・寮
の
部
屋
や
トイ
レ
な
どの
共
用
部
分
で
の
感
染
が
疑
わ
れ
る
事
例
が
報
告
され
て
い
る
。

【場
面
５
】居
場
所
の
切
り替

わ
り

・仕
事
で
の
休
憩
時
間
に
入
った
時
な
ど、
居
場
所
が
切
り替

わ
る
と、
気
の
緩
み
や
環
境
の
変
化
に
よ
り、
感
染
リス
ク

が
高
ま
る
こと
が
あ
る
。

・休
憩
室
、喫

煙
所
、更

衣
室
で
の
感
染
が
疑
わ
れ
る
事
例
が
確
認
され
て
い
る
。

2

第
１
２
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
分
科
会



「５
つ
の
場
面
」に
関
す
る
分
科
会
か
ら
政
府
へ
の
提
言

＜
利
用
者
＞

・飲
酒
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、①

少
人
数
・短
時
間
で
、

②
な
る
べ
く普
段
一
緒
に
い
る
人
と、

③
深
酒
・は
しご
酒
な
どは
ひ
か
え
、適

度
な
酒
量
で
。

・箸
や
コッ
プ
は
使
い
回
わ
さず
、一

人
ひ
とり
で
。

・座
の
配
置
は
斜
め
向
か
い
に
（
正
面
や
真
横
は
な
る
べ
く避
け
る
）
。

（
食
事
の
際
に
、正

面
や
真
横
に
座
った
場
合
に
は
感
染
した
が
、斜

め
向
か
い
に
座
った
場
合
に
は
感
染
しな
か
った
報
告
事
例
あ
り。
）

・会
話
す
る
時
は
な
る
べ
くマ
ス
ク着

用
。（

フェ
イス
シ
ー
ル
ド・
マ
ウ
ス
シ
ー
ル
ド※

１
は
マ
ス
クに
比
べ
効
果
が
弱
い
こと
に
留
意
が
必
要
※
２
。）

※
１

フェ
イス
シ
ー
ル
ドは
も
とも
とマ
ス
クと
併
用
し眼

か
らの
飛
沫
感
染
防
止
の
た
め
、マ
ス
クシ
ー
ル
ドは
これ
ま
で
一
部
産
業
界
か
ら使

わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

※
２

新
型
コロ
ナ
ウ
イル
ス
感
染
防
止
効
果
に
つ
い
て
は
、今

後
さら
な
る
エ
ビデ
ン
ス
の
蓄
積
が
必
要
。

・換
気
が
適
切
に
な
され
て
い
る
な
どの
工
夫
を
して
い
る
、ガ
イド
ライ
ン
★
を
遵
守
した
お
店
で
。

・体
調
が
悪
い
人
は
参
加
しな
い
。

＜
お
店
＞

・お
店
は
ガ
イド
ライ
ン
★
の
遵
守
を
。

（
例
え
ば
、従

業
員
の
体
調
管
理
や
マ
ス
ク着

用
、席

ご
との
ア
クリ
ル
板
の
効
果
的
な
設
置
、換

気
と組

み
合
わ
せ
た
適
切
な
扇
風
機
の
利
用
な
どの
工
夫
も
。）

・利
用
者
に
上
記
の
留
意
事
項
の
遵
守
や
、

接
触
確
認
ア
プ
リ（

CO
CO

A）
の
ダウ
ン
ロー
ドを
働
き
か
け
る
。

第
１
２
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
分
科
会

★
従
業
員
で
感
染
者
が
出
た
あ
る
飲
食
店
で
は
、ガ
イド
ライ
ン
を
遵
守

して
お
り、
窓
を
開
け
る
な
ど換

気
も
され
、客

同
士
の
間
隔
も
一
定
開
け

られ
て
い
た
こと
か
ら、
利
用
客
（

10
0名

超
）
か
らの
感
染
者
は
出
な

か
った
。

感
染
リス
ク
を
下
げ
な
が
ら
会
食
を
楽
し
む
工
夫

【飲
酒
の
場
面
も
含
め
、全
て
の
場
面
で
これ
か
ら
も
引
き
続
き
守
って
ほ
し
い
こと
】

・基
本
は
マ
ス
ク着

用
や
三
密
回
避
。室

内
で
は
換
気
を
良
くし
て
。

・集
ま
りは
、少

人
数
・短
時
間
に
して
。

・大
声
を
出
さず
会
話
は
で
き
る
だ
け
静
か
に
。

・共
用
施
設
の
清
掃
・消
毒
、手

洗
い
・ア
ル
コー
ル
消
毒
の
徹
底
を
。
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感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
「
５
つ
の
場
面
」

場
面
①

飲
酒
を
伴
う
懇
親
会
等

●
飲
酒
の
影
響
で
気
分
が
高
揚
す
る
と
同
時
に
注
意
力
が
低
下
す
る
。

ま
た
、
聴
覚
が
鈍
麻
し
、
大
き
な
声
に
な
り
や
す
い
。

●
特
に
敷
居
な
ど
で
区
切
ら
れ
て
い
る
狭
い
空
間
に
、

長
時
間
、
大
人
数
が
滞
在
す
る
と
、
感
染
リ
ス
ク
が

高
ま
る
。

●
ま
た
、
回
し
飲
み
や
箸
な
ど
の
共
用
が

感
染
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
。

場
面
②

大
人
数
や
長
時
間
に
お
よ
ぶ
飲
食

●
長
時
間
に
お
よ
ぶ
飲
食
、
接
待
を
伴
う
飲
食
、
深
夜
の
は
し
ご
酒
で
は
、
短
時
間
の
食
事
に
比
べ
て
、

感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。

●
大
人
数
、
例
え
ば
５
人
以
上
の
飲
食
で
は
、
大
声
に
な
り
飛
沫
が
飛
び
や
す
く
な
る
た
め
、

感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。

場
面
③

マ
ス
ク
な
し
で
の
会
話

場
面
④

狭
い
空
間
で
の
共
同
生
活

場
面
⑤

居
場
所
の
切
り
替
わ
り

●
マ
ス
ク
な
し
に
近
距
離
で
会
話
を
す
る
こ
と
で
、
飛
沫
感
染

や
マ
イ
ク
ロ
飛
沫
感
染
で
の
感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。

●
マ
ス
ク
な
し
で
の
感
染
例
と
し
て
は
、
昼
カ
ラ
オ
ケ
な
ど

で
の
事
例
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

●
車
や
バ
ス
で
移
動
す
る
際
の
車
中
で
も
注
意
が
必
要
。

●
狭
い
空
間
で
の
共
同
生
活
は
、
長
時
間
に
わ
た
り
閉
鎖
空
間
が

共
有
さ
れ
る
た
め
、
感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。

●
寮
の
部
屋
や
ト
イ
レ
な
ど
の
共
用
部
分
で
の
感
染
が
疑
わ
れ
る

事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

●
仕
事
で
の
休
憩
時
間
に
入
っ
た
時
な
ど
、
居
場
所
が
切
り

替
わ
る
と
、
気
の
緩
み
や
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
感
染

リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
が
あ
る
。

●
休
憩
室
、
喫
煙
所
、
更
衣
室
で
の
感
染
が
疑
わ
れ
る
事
例
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。



分
類

（
件

）
７
月

８
月

９
月

１
０
月

※
10

月
21

日
時
点

で
公

表
さ
れ
て
い
る

件
数

接
待
を
伴
う
飲
食
店

47
41

23
17

会
食

37
37

21
19

職
場

86
10

0
80

55

学
校
・
教
育
施
設
等

42
80

44
25

医
療
・
福
祉
施
設
等

56
19

4
79

46

そ
の

他
53

71
68

31

総
計

32
1

52
3

31
5

19
3

（
参
考
）

７
月
以
降

の
ク
ラ
ス
タ
ー
等
の
発
生
状
況
の
推
移

＊
報
道

等
情

報
を
元

に
内

閣
官

房
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対

策
推

進
室

に
お
い
て
作

成
。
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